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序
　1907（明治 40）年 3 月 19 日法律第 11 号として公布
された癩予防ニ関スル法律は，その後数度の改正を経て
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Study of establishment factor of the Rai prophylaxis
村上　貴美子
要約：1907（明治 40）年３月 19 日法律第 11 号として公布された癩予防ニ関スル法律は，1996（平成８）


































３年後の第 16 回議会（1902（明治 35）年）で「癩患者
取締ニ関スル建議案」として，斉藤寿雄外３名から再度
出される．















































































































































































































































　1906（明治 39）年３月 24 日第 22 回帝国議会衆議院
に山根正次外２名により癩予防法案が提出された．法案












































































































































































































































































スル法律は制定（1907（明治 40）年３月 19 日法律第 11

































追記　本研究は 2010 年度から 12 年度の科研（基盤 C）
による成果の一部である．
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